
(57)【要約】

【課題】交差点による交通渋滞を解消し、かつ、長い横

断歩道による歩行者の不便を解消すると共に、交差点内

を信号に頼らない歩行者優先のバリアフリーな空間とし

、さらには、緑化ネットワーク化を図ることのできる道

路交差点構造を提供する。

【解決手段】第１の道路１０と第２の道路１２とが交差

する交差点部１４において、第１の道路１０の直進車線

１６、１８を高架道路３２、第２の道路１２の直進車線

２４、２６を堀割道路３４にて形成し、地上面に車両右

左折用の徐行領域４０を含む平坦な歩行空間４２を形成

する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 道 路 と 第 ２ の 道 路 と が 交 差 す る 交 差 点 部 に お い て 前 記 第 １ の 道 路 及 び 第 ２ の 道 路 の
車 両 直 進 部 を 高 架 及 び 堀 割 の 少 な く と も 一 方 に て 形 成 し 、
地 上 面 に 車 両 右 左 折 用 の 徐 行 領 域 を 含 む 平 坦 な 歩 行 空 間 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 道 路
交 差 点 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、
前 記 徐 行 領 域 は 、 左 折 用 車 両 通 行 路 と 右 折 用 車 両 通 行 路 と を 有 し 、
前 記 左 折 用 車 両 通 行 路 は 、 前 記 右 折 用 車 両 通 行 路 の 外 側 に 位 置 し 、
前 記 右 折 用 車 両 通 行 路 は 、 前 記 左 折 用 車 両 通 行 路 の 内 側 に 環 状 に 形 成 さ れ て ロ ー タ リ ー 方
式 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 道 路 交 差 点 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に お い て 、
前 記 環 状 の 右 折 用 車 両 通 行 路 の 中 央 部 に 広 場 空 間 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 道 路 交 差 点
構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に お い て 、
前 記 車 両 右 左 折 用 の 徐 行 領 域 の 少 な く と も 車 両 進 入 部 に 車 両 減 速 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 道 路 交 差 点 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に お い て 、
前 記 徐 行 領 域 に イ ン テ リ ジ ェ ン ト 交 通 シ ス テ ム を 設 置 し て 車 速 規 制 及 び 衝 突 防 止 を 図 る こ
と を 特 徴 と す る 道 路 交 差 点 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 道 路 交 差 点 構 造 に 関 し 、 特 に 、 歩 行 環 境 改 善 を 意 図 し た 道 路 交 差 点 構 造 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 背 景 技 術 】
一 般 に 、 道 路 の 交 差 点 の 構 造 と し て は 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ に 示 す 交 差 点 は 、 平 面 交 差 の 状 態 を 示 し て お り 、 第 １ の 道 路 １ ０ ０ と 、 第 ２ の 道 路 １
０ ２ と が 地 上 で 平 面 的 に 交 差 し て 平 面 交 差 点 １ ０ ４ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 第 １ 及 び 第 ２ の 道 路 １ ０ ０ 、 １ ０ ２ は 、 平 面 交 差 点 １ ０ ４ の 入 り 口 部 分 で 左 側 か ら 順
に 、 左 折 及 び 直 進 車 線 １ ０ ６ 、 直 進 車 線 １ ０ ８ 、 右 折 車 線 １ １ ０ の ３ 車 線 が 設 け ら れ 、 対
向 車 線 と し て 直 進 車 線 １ １ ２ が ２ 車 線 の 合 計 ５ 車 線 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
平 面 交 差 点 １ ０ ４ 内 に お け る 車 両 の 通 行 経 路 は 図 中 矢 印 で 示 す 状 態 と な っ て お り 、 車 両 の
通 行 を 信 号 に よ っ て 整 理 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
横 断 歩 道 １ １ ４ は 、 平 面 交 差 点 １ ０ ４ の 周 囲 で 第 １ 及 び 第 ２ の 道 路 １ ０ ０ 、 １ ０ ２ の 全 幅
に わ た っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ８ に 示 す 交 差 点 は 、 立 体 交 差 の 状 態 を 示 し て お り 、 第 １ の 道 路 １ １ ６ と 、 第 ２ の 道 路 １
０ ２ と が 平 面 的 に 交 差 す る と 共 に 第 １ の 道 路 １ １ ６ の 一 部 が 高 架 道 路 １ １ ８ と さ れ た 立 体
交 差 点 １ ２ ０ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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具 体 的 に は 、 第 １ の 道 路 １ １ ６ は 、 左 側 か ら 右 左 折 及 び 直 進 車 線 １ ２ ２ 、 直 進 車 線 １ ２ ４
、 対 向 車 線 で あ る 直 進 車 線 １ ２ ６ 、 直 進 車 線 １ ２ ８ か ら な る 合 計 ４ 車 線 と な っ て お り 、 中
央 の ２ つ の 直 進 車 線 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ が 高 架 道 路 １ １ ８ と さ れ て 交 通 渋 滞 を 緩 和 し う る 状 態
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ２ の 道 路 １ ０ ２ は 、 図 ７ の 場 合 と 同 様 に ５ 車 線 と さ れ 、 立 体 交 差 点 １ ２ ０ 内 に お け る 高
架 道 路 １ １ ８ 以 外 の 車 両 の 通 行 経 路 は 図 中 矢 印 で 示 す 状 態 と な っ て お り 、 車 両 の 通 行 は 信
号 に よ っ て 整 理 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
横 断 歩 道 １ １ ４ は 、 図 ７ の 場 合 と 同 様 第 １ 及 び 第 ２ の 道 路 １ １ ６ 、 １ ０ ２ の 全 幅 に わ た っ
て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ５ ４ － ４ ７ ３ ３ ３ 号 公 報
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ７ の 交 差 点 の 構 造 に あ っ て は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 道 路 １ ０ ０ 、 １ ０ ２ の 全 て の 車 線 の 車 両
が 平 面 交 差 点 １ ０ ４ 内 に 進 入 す る こ と と な る た め 、 信 号 待 ち が 長 く な っ て 、 交 通 渋 滞 の 元
凶 で あ る ボ ト ル ネ ッ ク と な っ て し ま う こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 横 断 歩 道 １ １ ４ は 、 平 面 交 差 点 １ ０ ４ の 周 囲 で 第 １ 及 び 第 ２ の 道 路 １ ０ ０ 、 １ ０ ２
の 全 幅 に わ た っ て 設 け ら れ て い る た め 、 ５ 車 線 の 道 路 を 渡 ら な け れ ば な ら ず 、 歩 行 距 離 が
長 く 、 し か も 、 所 定 の 街 区 か ら 斜 向 か い の 街 区 に い く た め に は 、 ２ 度 も 信 号 待 ち を し な け
れ ば な ら ず 、 時 間 が か か っ て し ま い 歩 行 者 に と っ て 不 便 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 平 面 交 差 点 １ ０ ４ 内 は 、 歩 行 者 の 入 り 込 め な い 車 両 専 用 空 間 と な っ て し ま い 、 歩
行 者 の 疎 外 、 緑 化 ネ ッ ト ワ ー ク の 分 断 の 結 果 を 生 じ さ せ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ８ の 交 差 点 の 構 造 に あ っ て は 、 高 架 道 路 １ １ ８ の 直 進 車 線 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ に は 、 信 号 が
な く 交 通 渋 滞 緩 和 に 寄 与 し う る が 、 こ の 高 架 道 路 １ １ ８ 以 外 で は 基 本 的 に 信 号 待 ち が 発 生
し 、 図 ７ の 場 合 と 同 様 に 交 通 渋 滞 の 元 凶 で あ る ボ ト ル ネ ッ ク と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 横 断 歩 道 １ １ ４ の 歩 行 距 離 が 長 く 、 斜 向 か い の 街 区 に い く の に ２ 度 の 信 号 待 ち が あ
る 等 の 歩 行 者 の 不 便 や 、 交 差 点 内 が 車 両 専 用 空 間 と な り 、 歩 行 者 の 疎 外 、 緑 化 ネ ッ ト ワ ー
ク の 分 断 等 は 図 ７ の 場 合 と 同 様 に 生 じ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 交 差 点 に よ る 交 通 渋 滞 を 解 消 し 、 か つ 、 長 い 横 断 歩 道 に よ る 歩 行 者 の 不
便 を 解 消 す る と 共 に 、 交 差 点 内 を 信 号 に 頼 ら な い 歩 行 者 優 先 の バ リ ア フ リ ー な 空 間 と し 、
さ ら に は 、 緑 化 ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る こ と の で き る 道 路 交 差 点 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 道 路 交 差 点 構 造 は 、 第 １ の 道 路 と 第 ２ の 道 路 と が 交 差
す る 交 差 点 部 に お い て 前 記 第 １ の 道 路 及 び 第 ２ の 道 路 の 車 両 直 進 部 を 高 架 及 び 堀 割 の 少 な
く と も 一 方 に て 形 成 し 、
地 上 面 に 車 両 右 左 折 用 の 徐 行 領 域 を 含 む 平 坦 な 歩 行 空 間 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 道 路 及 び 第 ２ の 道 路 の 車 両 直 進 部 を 高 架 及 び 堀 割 の 少 な く と も 一
方 に て 形 成 す る こ と で 、 車 両 直 進 部 に 信 号 を な く し て ボ ト ル ネ ッ ク の 発 生 を な く し て 交 通
渋 滞 を 解 消 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 車 両 の 右 左 折 部 分 の み を 地 上 面 に 形 成 す れ ば よ く 、 し か も 、 右 左 折 部 分 の み で あ れ
ば 徐 行 領 域 と す る こ と が で き 、 交 差 点 部 に 徐 行 領 域 を 含 む 歩 行 空 間 を 形 成 す る こ と で 、 信
号 の な い 歩 行 者 優 先 の 交 差 点 部 を 形 成 す る こ と が で き 、 さ ら に は 、 歩 行 横 断 距 離 を 短 く し
て 歩 行 に 便 利 な 状 態 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 場 合 、 徐 行 領 域 を 除 く 歩 行 空 間 内 に 植 樹 等 を 行 う こ と で 緑 化 ネ ッ ト ワ ー ク を は か る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 歩 行 空 間 を 平 坦 に 形 成 す る こ と で 、 バ リ ア フ リ ー な 環 境 を 形 成 す る こ と が で き 、
例 え ば 都 市 部 に お い て は 、 都 市 部 の 効 率 性 と ア メ ニ テ ィ を 改 善 し 、 都 市 環 境 全 体 の 向 上 に
つ な げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に お い て は 、 前 記 徐 行 領 域 は 、 左 折 用 車 両 通 行 路 と 右 折 用 車 両 通 行 路 と を 有 し 、
前 記 左 折 用 車 両 通 行 路 は 、 前 記 右 折 用 車 両 通 行 路 の 外 側 に 位 置 し 、
前 記 右 折 用 車 両 通 行 路 は 、 前 記 左 折 用 車 両 通 行 路 の 内 側 に 環 状 に 形 成 さ れ た ロ ー タ リ ー 方
式 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 左 折 車 は 左 折 用 車 両 通 行 路 を そ の ま ま 左 折 す れ ば よ く
、 右 折 車 は ロ ー タ リ ー 式 の 右 折 用 車 両 通 行 路 内 を 回 っ て そ の ま ま 右 折 し て 出 て も よ く 、 あ
る い は 、 Ｕ タ ー ン し て 出 て い く こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 場 合 、 前 記 環 状 の 右 折 用 車 両 通 行 路 の 中 央 部 に 広 場 空 間 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 広 場 空 間 に 緑 化 ス ペ ー ス を 形 成 し 、 緑 化 の 向 上 を 図 り
な が ら 、 周 辺 地 域 活 性 化 に つ な が る 人 々 の 交 流 を 促 進 す る オ ー プ ン ス ペ ー ス を 形 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 に お い て は 、 前 記 車 両 右 左 折 用 の 徐 行 領 域 の 少 な く と も 車 両 進 入 部 に 車 両 減 速 手 段
を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 例 え ば 車 両 進 入 部 に 凹 凸 や タ イ ル 模 様 等 の ハ ン プ あ る
い は ボ ン エ ル フ 等 の 車 両 減 速 手 段 を 設 け て 減 速 さ せ る こ と で 、 信 号 に 依 存 し な い 人 優 先 の
空 間 を 歩 行 空 間 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 に お い て は 、 前 記 徐 行 領 域 に イ ン テ リ ジ ェ ン ト 交 通 シ ス テ ム を 設 置 し て 車 速 規 制 及
び 衝 突 防 止 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 よ り 一 層 信 号 に 依 存 し な い 人 優 先 の 空 間 を 確 保 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 １ ～ 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か る 道 路 交 差 点 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 道 路 交 差 点 構 造 は 、 第 １ の 道 路 １ ０ と 第 ２ の 道 路 １ ２ と が 十 字 状 に 交 差 す る 交 差 点 部
１ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 １ の 道 路 １ ０ は 、 中 央 に 車 両 直 進 部 で あ る 対 向 す る ２ 本 の 直 進 車 線 １ ６ 、 １ ８ を 有 し 、
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そ の 両 側 に 右 左 折 車 線 ２ ０ 、 ２ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 ２ の 道 路 １ ２ も 同 様 に 、 中 央 に 車 両 直 進 部 で あ る 対 向 す る ２ 本 の 直 進 車 線 ２ ４ 、 ２ ６ を
有 し 、 そ の 両 側 に 右 左 折 車 線 ２ ８ 、 ３ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ し て 、 第 １ の 道 路 １ ０ の 車 両 直 進 部 、 す な わ ち ２ 本 の 直 進 車 線 １ ６ 、 １ ８ を 高 架 道 路 ３
２ と し 、 第 ２ の 道 路 １ ２ の 車 両 直 進 部 、 す な わ ち ２ つ の 直 進 車 線 ２ ４ 、 ２ ６ を 堀 割 道 路 ３
４ と し て 形 成 し た 交 差 点 部 １ ４ と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 堀 割 道 路 ３ ４ の 下 に は 、 イ ン フ ラ ス ペ ー ス ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 堀 割 道 路 ３ ４ の 上 部 に は 、 床 版 ３ ６ を 設 置 し 、 地 上 部 ３ ８ を 形 成 す る こ と で 、 ３ 層
構 造 の 交 差 点 部 １ ４ と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
地 上 部 ３ ８ で は 、 地 上 面 に 車 両 右 左 折 用 の 徐 行 領 域 ４ ０ を 含 む 平 坦 な 歩 行 空 間 ４ ２ を 形 成
し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
徐 行 領 域 ４ ０ は 、 左 折 用 車 両 通 行 路 ４ ４ と 、 右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
左 折 用 車 両 通 行 路 ４ ４ は 、 右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ の 外 側 に 位 置 し 、 第 １ ま た は 第 ２ の 道 路
１ ０ 、 １ ２ の 右 左 折 車 線 ２ ０ 、 ２ ８ か ら 第 ２ ま た は 第 １ の 道 路 １ ２ 、 １ ０ の 右 左 折 車 線 ３
０ 、 ２ ２ 側 へ と 左 折 し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ は 、 左 折 用 車 両 通 行 路 ４ ４ の 内 側 に 環 状 に 形 成 さ れ て 、 ロ ー タ リ ー
方 式 と さ れ 、 第 １ ま た は 第 ２ の 道 路 １ ０ 、 １ ２ の 右 左 折 車 線 ２ ０ 、 ２ ８ を 直 進 し て 環 状 の
右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ 内 に 進 入 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 こ の 右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ で は 、 １ つ 目 の コ ー ナ ー を 右 折 す る こ と で 第 １ ま た は 第
２ の 道 路 １ ０ 、 １ ２ の 右 左 折 車 線 ２ ２ 、 ３ ０ 側 へ と 右 折 す る こ と が で き 、 ２ つ 目 の コ ー ナ
ー を さ ら に 右 折 す る こ と で 、 第 ２ ま た は 第 １ の 道 路 １ ２ 、 １ ０ の 右 左 折 車 線 ３ ０ 、 ２ ２ へ
と Ｕ タ ー ン が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 環 状 の 右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ の 中 央 部 に は 、 広 場 空 間 ４ ８ が 形 成 さ れ 、 周 辺 地 域 活
性 化 に 繋 が る 人 々 の 交 流 空 間 を 形 成 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ し て 、 環 状 の 右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ の 周 囲 に 歩 行 空 間 ４ ２ 用 の 歩 道 ５ ０ と 、 第 １ 及 び 第
２ の 道 路 １ ０ 、 １ ２ の 歩 道 ５ ６ か ら こ の 歩 道 ５ ０ に 渡 る 左 折 用 車 両 通 行 路 ４ ４ 用 の 横 断 歩
道 ５ ２ を 広 場 空 間 ４ ８ に 向 け て 形 成 す る と と も に 、 歩 道 ５ ０ か ら 広 場 空 間 ４ ８ に 渡 る 右 折
用 車 両 通 行 路 ４ ６ 用 の 横 断 歩 道 ５ ４ を 形 成 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
な お 、 各 歩 道 ５ ０ 間 に は 、 横 断 歩 道 ５ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 第 １ 、 第 ２ の 道 路 １ ０ 、 １ ２ の そ れ ぞ れ 両 側 の 歩 道 ５ ６ や 歩 行 空 間 ４ ２ 内 の 広 場 空
間 ４ ８ 及 び 歩 道 ５ ０ に 樹 木 ５ ８ を 植 え る こ と で 、 緑 化 ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る よ う に し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
車 両 右 左 折 用 の 徐 行 領 域 ４ ０ の 少 な く と も 車 両 進 入 部 、 例 え ば 第 １ の 道 路 １ ０ 及 び 第 ２ の
道 路 １ ２ の 右 左 折 車 線 ２ ０ 、 ２ ８ の 交 差 点 部 １ ４ へ の 進 入 口 に 車 両 減 速 手 段 ６ ０ を 設 け る
こ と で 、 交 差 点 部 １ ４ 内 の 徐 行 を 確 実 に し 得 る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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こ の 車 両 減 速 手 段 ６ ０ と し て は 、 例 え ば 車 両 進 入 部 に 凹 凸 や タ イ ル 模 様 等 の ハ ン プ を 設 け
る こ と で 、 徐 行 を 促 す よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 車 両 減 速 手 段 ６ ０ は 、 車 両 進 入 部 の み に 限 ら ず 、 徐 行 領 域 ４ ０ 、 具 体 的 に は 左 折 用
車 両 通 行 路 ４ ４ 及 び 右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ の 所 定 範 囲 に わ た っ て ボ ン エ ル フ を 設 け て 車 両
の 進 行 経 路 を 曲 折 さ せ る こ と で 減 速 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 徐 行 領 域 ４ ０ に イ ン テ リ ジ ェ ン
ト 交 通 シ ス テ ム （ Ｉ Ｔ Ｓ ） を 設 置 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
具 体 的 に は 、 車 両 に Ｉ Ｔ Ｓ 速 度 制 限 受 信 装 置 を 搭 載 さ せ 、 徐 行 領 域 ４ ０ の 車 両 進 入 口 に Ｉ
Ｔ Ｓ 速 度 制 限 発 信 装 置 ６ ２ を 配 置 し 、 徐 行 領 域 ４ ０ か ら の 車 両 出 口 に Ｉ Ｔ Ｓ 速 度 制 限 解 除
発 信 装 置 ６ ４ を 配 置 し て お き 、 進 入 し て き た 車 両 に 対 し 速 度 制 限 を 加 え 、 徐 行 領 域 ４ ０ 内
を 所 定 の 徐 行 速 度 で 走 行 さ せ 、 車 両 出 口 で 制 限 を 解 除 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ の よ う に 、 第 １ の 道 路 １ ０ の 直 進 車 線 １ ６ 、 １ ８ を 高 架 道 路 ３ ２ と し 、 第 ２ の 道 路 １ ２
の 直 進 車 線 ２ ４ 、 ２ ６ を 堀 割 道 路 ３ ４ と す る こ と で 、 車 両 直 進 部 に 信 号 を な く し て ボ ト ル
ネ ッ ク の 発 生 を な く し 、 交 通 渋 滞 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 車 両 の 右 左 折 部 分 の み を 地 上 面 に 形 成 す れ ば よ く 、 こ の 右 左 折 部 分 を 徐 行 領 域 ４ ０
と す る こ と で 、 交 差 点 部 １ ４ に 徐 行 領 域 ４ ０ を 含 む 歩 行 空 間 ４ ２ を 形 成 す る こ と が で き 、
し か も こ の 歩 行 空 間 ４ ２ を 平 坦 に 形 成 す る こ と で 、 信 号 の な い 歩 行 者 優 先 の バ リ ア フ リ ー
な 交 差 点 部 １ ４ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
し か も 、 横 断 歩 道 ５ ２ 、 ５ ４ は 、 第 １ 、 第 ２ の 道 路 １ ０ 、 １ ２ の 全 幅 に わ た っ て 設 け て お
ら ず 、 広 場 空 間 ４ ８ に 向 け て 渡 る よ う に な っ て い る た め 、 歩 行 距 離 が 短 く て す み 、 し か も
、 斜 め 向 か い の 街 区 に い く の に ２ 度 の 信 号 待 ち を す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
さ ら に 、 交 差 点 部 内 の 右 折 用 車 両 通 行 路 ４ ６ を ロ ー タ リ ー 式 と し 、 中 央 部 に 広 場 空 間 ４ ８
を 形 成 し 、 こ の 広 場 空 間 ４ ８ 及 び そ の 周 囲 の 歩 道 ５ ０ に 樹 木 ５ ８ を 植 え る こ と で 、 緑 化 の
向 上 を 図 り な が ら 、 周 辺 地 域 活 性 化 に 繋 が る 人 々 の 交 流 を 促 進 す る オ ー プ ン ス ペ ー ス を 形
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ れ に よ っ て 、 例 え ば 都 市 部 に お い て は 、 都 市 部 の 効 率 性 と ア メ ニ テ ィ を 改 善 し 、 都 市 環
境 全 体 の 向 上 に つ な げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 車 両 進 入 部 に 車 両 減 速 手 段 ６ ０ を 設 け て 確 実 な 徐 行 を 行 わ せ た り 、 徐 行 領 域 ４ ０ に
イ ン テ リ ジ ェ ン ト 交 通 シ ス テ ム を 設 置 し て 車 速 規 制 や 衝 突 防 止 を 図 る こ と で 、 信 号 に 依 存
し な い 人 優 先 の 空 間 を 歩 行 空 間 ４ ２ に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 発 明 は 、 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 種
々 の 形 態 に 変 形 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
例 え ば 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 十 字 状 に 交 差 す る 交 差 点 部 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 実 施
の 形 態 に 限 ら ず 、 Ｔ 字 状 の 交 差 点 部 に お い て も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 車 両 直 進 部 を 高 架 道 路 及 び 堀 割 道 路 で 形 成 し た が 、 こ の 例 に
限 ら ず 、 上 下 ２ 層 の 高 架 道 路 と す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 道 路 交 差 点 構 造 を 示 す 高 架 道 路 の 一 部 を 省 略 し た 斜
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視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 道 路 交 差 点 構 造 を 示 す 高 架 道 路 の 一 部 を 省 略 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 道 路 交 差 点 構 造 を 高 架 道 路 を 省 略 せ ず に 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 道 路 交 差 点 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 の 形 態 に お い て イ ン テ リ ジ ェ ン ト 交 通 シ ス テ ム を 設 置 し た 状 態 を 示 す 高 架
道 路 を 一 部 省 略 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の イ ン テ リ ジ ェ ン ト 交 通 シ ス テ ム を 設 置 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ れ ま で に 用 い ら れ て い た 平 面 交 差 点 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ れ ま で 用 い ら れ て い た 立 体 道 路 交 差 点 部 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 第 １ の 道 路
１ ２ 　 第 ２ の 道 路
１ ４ 　 交 差 点 部
１ ６ 、 １ ８ 、 ２ ４ 、 ２ ６ 　 直 進 車 線
２ ０ 、 ２ ２ 、 ２ ８ 、 ３ ０ 　 右 左 折 車 線
３ ２ 　 高 架 道 路
３ ４ 　 堀 割 道 路
３ ８ 　 地 上 部
４ ０ 　 徐 行 領 域
４ ２ 　 歩 行 空 間
４ ４ 　 左 折 用 車 両 通 行 路
４ ６ 　 右 折 用 車 両 通 行 路
４ ８ 　 広 場 空 間
５ ２ 、 ５ ４ 　 横 断 歩 道
５ ８ 　 樹 木
６ ０ 　 車 両 減 速 手 段
６ ２ 　 Ｉ Ｔ Ｓ 速 度 制 限 発 信 装 置
６ ４ 　 Ｉ Ｔ Ｓ 速 度 制 限 解 除 発 信 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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